
PTA・学校運営協議会委員の皆様 

令和６年度 教育講演会の御案内 

 

１ 目的   学校教育の今日的課題に係る教育講演を通して、鈴鹿市内の幼・小・中 

学校の保育・授業実践等諸教育活動の活性化や教職員の資質向上及び学校、

家庭、地域の連携協力による教育活動の充実に資する。 

 

２ 主催  鈴鹿市教育委員会、鈴鹿市教育研究会 

 

３ 対象者 ・ 市内幼稚園及び小中学校教職員 

      ・ 教育委員 

      ・ 保護者、学校運営協議会員、学習支援ボランティア等の市内幼稚園及び 

小中学校関係者 

      ・ 一般市民（鈴鹿市内） 

・ 三重県教育委員会 

 

４ 日時  ８月２２日（木） １３：００～受付 

               １３：３０開始  １６：００終了 

 

５ 会場  各校・園でのオンライン参加 

 

６ 内容  演題：３．１１を学びに変える 

      講師：佐藤 敏郎 氏 

         スマートサプライビジョン特別講師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
７ 申込方法・申込期限 

  参加を希望される方は、７月１９日（金）までに学校園へお知らせください。 

       

 

1963 年、宮城県石巻市生まれ。宮城教育大学卒業後、中学校の国語科教諭と
して宮城県内の中学校に勤務（2002 年から 3年間は女川町生涯学習課勤務）。
2015 年 3 月退職。 
東日本大震災当時は、宮城県女川第一中学校（現在の女川中学校）に勤務。

震災後の 2011 年 5 月、生徒たちの想いを五七五に込める俳句づくりの授業を行
い、テレビ、新聞、書籍等で紹介される。2016 年度の中学校１年生の教科書に
も掲載されることになった。震災後は女川中学校、矢本第二中学校で防災担当
主幹教諭、宮城県の防災教育副読本の編集委員も歴任。 
震災で当時大川小学校 6年の次女を亡くす。現在は、全国の学校、地方自治

体、企業、団体等で講演活動を行う。2015 年からは、震災当時子どもだった若
者がディスカッションを行う企画「あの日を語ろう、未来を語ろう」を各地で
展開。2016 年「16 歳の語り部」（ポプラ社）を刊行、「平成 29 年度 児童福祉文
化賞推薦作品」を受賞。 

大川伝承の会 共同代表、NPO カタリバアドバイザーの他、ラジオのパーソナ
リティーとしても活動。 

“Smart Supply Vision”https://smart-supply.org/ 


